
 

国立大学法人和歌山大学                      大学番号：６１ 
 

申立ての内容 申立てへの対応 

 

【評価項目】 

１．全体評価 

 

【原文】 

「この目標達成に向け、学長のリーダーシ

ップの下、安全衛生講演会を開催し、教職

員及び学生の防災意識を高めているほか、

留学生の地域との交流活動において、和歌

山市、和歌山商工会議所、和歌山県立医科

大等との交流を開始し、地域の国際化をよ

り一層進めるなど、「法人の基本的な目標

」に沿って計画的に取り組んでいることが

認められる。」 

 

【申立内容】 

【修正文案】の通り変更願いたい。 

 

【修正文案】 

「この目標達成に向け、学長のリーダーシ

ップの下、観光学における世界的な教育研

究拠点形成及び観光教育・訓練・研究機関

としての認定（TedQual）の取得に向け、国

連世界観光機関の賛助会員として認証を受

けているほか、システム工学部を従来の５

学科制からシステム工学科・10メジャーの

１学科制へ再編し、広範な理工系分野で活

躍する自立的な高度技術者の育成を可能と

しているなど、「法人の基本的な目標」に

沿って計画的に取り組んでいることが認め

られる。」 

 

【理由】 

第１パラグラフと第２パラグラフの繋がり

が悪いため。本学が持続可能な社会の発展

に寄与する人材育成を目指し、特に重点的

に取り組んだものを記載していただきた

い。 

 

【対応】 

 意見を踏まえ、以下のとおり修正する。 

 

『 この目標達成に向け、学長のリーダー

シップの下、観光学における世界的な教

育研究拠点を目指し、国連世界観光機関

の賛助会員として認証を受けているほ

か、安全衛生講演会を開催して教職員及

び学生の防災意識を高めている。また、

システム工学部を10メジャーの１学科制

へ再編し、広範な理工系分野で活躍する

自立的な高度技術者の育成を可能として

いるなど、「法人の基本的な目標」に沿

って計画的に取り組んでいることが認め

られる。』 

 

 

【理由】 

取組内容を踏まえて記述を修正するも

の。 

 



 

 


